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高齢者の社会関連性評価と3年後の機能低下との

関連性に関する保健福祉学的研究

安梅 勅江

　社会関連性とは，地域社会の中での人間関係の有無，環境とのかかわりの頻度などにより測定される，人

間と環境とのかかわりの量的側面を意味している。社会関連性評価の開発を意図し，1991年より包括的な経

年調査を実施した。対象は大都市近郊農村60歳以上者全数693人であり，質問紙法にて社会関連性，健康状

態，生活様式，自己意識等を把握した。その結果，以下の点が明らかにされた。

　1)　社会関連性評価は，因子分析により5因子（「生活の主体性」，「社会への関心」，「他者との関わり」，

「身近な社会参加」，「生活の安心感」）が抽出され，因子寄与率は53.6％，内的整合性は0.78であった。

　2)　社会関連性評価は，3年間の移動能力の変化，および3年後の老研式活動能力指標との相関がみら

れ，機能低下の予測指標として活用可能なことが示唆された。

　3)　社会関連性を，領域別にプロフィールとして把握することで，支援プログラム作成の際に有用な情報

として活用しやすいことが示された。

　4)　社会関連性評価を用いることにより，地域在住高鈴者の日常的な社会との関わり状況を把握し，身体

機能を踏まえつつ，社会・心理的因子の包括的な検討が可能になると考えられる。
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